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第 24章 その他 

 
24.1 施工図、工作図等の用語について 

 本講習テキストでは、「施工図」、「工作図」といった用語が多数使われている。木造工事にお
いて一般的に受け入れられている（と考えられる）定義を紹介しているところもある。一方、本
講習テキストが鉄骨工事関係の教材を参考にして、中大規模木造建築に必要となる加工・施工の
考え方を整理しようとしているため、鉄骨造における用語の使い方をそのまま引用しているとこ
ろもある。よって、必ずしも統一された使い方とはなっていない。 
 また、本講習テキストでは「施工図」、「工作図」等の具体例を示していないため、加工、施工
の業務に実際に携わったことのない方には、今一つわかりにくい部分があるかもしれないが、い
ずれ中大規模木造建築が全国各地で展開されるようになれば、自ずと用語の使い方も統一されて
いくのではないかと期待される。 
 以下に、本講習テキスト、あるいは国土交通省の文書から、「施工図」、「工作図」について説
明している箇所を抜粋したので、比較していただきたい。（工作図には施工図が含まれるとして
いるもの、工作図の説明の中に施工図という言葉が一切出てこないもの、施工図、工作図、その
他の図を併記しているものなど様々である。） 
 また、多くのプロジェクトの元請となっている大手施工会社ではどのような用語の使い方がな
されているか、調査していただいたので、参考にしていただきたい。因みに、工作図が出てこな
い。 
 いずれにしても、木質構造工事を進めるに当たっては、施工図、工作図等の図面の名称と内容
について、齟齬が生じないよう十分確認することが必要である。 
 なお、最後に、鉄骨関係ではあるが、工作図等の参考資料を掲載するので、参考にしていただ
きたい。 
 
＜本講習テキスト＞ 
7.1.5  工作図 
施工図：木造工事全体が把握できるもの 
加工図：柱や梁等一品一品の品質規格、部材寸法、加工を描いたもの 
 
17.2.1 工作図 
一般図：アンカープラン、梁伏図、軸組図 
基準図：柱・梁接合部基準図、梁継ぎ手基準図 
詳細図：柱詳細図、大梁詳細図、小梁詳細図、ブレース詳細図 
その他：設備用梁貫通孔伏図及び補強要領図、仮設・安全金物取付要領図及び詳細図、階段受
柱・梁伏図、軸組図 
             （注：「鉄骨製作管理技術者教本（2018年版）」、p101 参照） 
 
＜国交省・建築工事監理指針（令和７年版）＞ 
1.2.3 施工図等 

 設計図書は、そのままでは施工や部品の製作には不十分な場合があるので、工事の実施に際し
ては施工図、現寸図等を作成する必要がある。これらは必要部分について作成されるが、設計図
書と相違がないか確認するとともに、設計図のとおりに施工した場合に、工事完成後の建物等の
維持管理、利用者の安全性・利便性等に関して問題が残らないように十分検討して施工図等を作
成する必要がある。 
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 ただし、これらによって設計図書に指定されたものと変わる場合には、必要に応じて設計変更
の手続（省略）を行う。 
 
＜国土交通省・公共建築木造工事標準仕様書（令和７年版）＞ 
1.1.2 用語の定義 
(ﾀ)「施工図等」とは、施工図、現寸図、工作図、製作図、加工図（プレカット図等）その他 こ
れらに類するもので、契約書に基づく工事の施工のための詳細図等をいう。 
1.2.3 施工図等  

(1) 施工図等を工事の施工に先立ち作成し、監督職員の承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督
職員の承諾を受けた場合は、この限りでない。  
(2) 施工図等の作成に当たり、関連工事等との納まり等について、当該工事関係者と調整のう
え、十分検討する。  
(3) 施工図等の内容を変更する必要が生じた場合は、監督職員に報告するとともに、施工等に支
障がないよう適切な措置を講じ、監督職員の承諾を受ける。 
6.4.1 施工図等 設計図書に基づき、木材の施工図等を作成し、加工に必要な事項を明確にすると
ともに、全体の納まりや詳細について十分検討して、監督職員の承諾を受ける。 
6.4.2 現寸図 (1) 自動加工装置を用いない加工は、現寸図 (型板及び定規を含む。) の作成を行
う。 (2) 床書き現寸図の作成は、特記による。  
6.4.3 墨付け 墨付けは、加工図、現寸図、型板、定規等により正確に行う。 
 
＜大手施工会社での使用例＞ 
施工図：元請が設計図をもとに作図するもので、主に RC造の場合に「施工図」と言っている。 
一般図：設計図をもとに協力業者が作図するアンカープラン、伏図、軸組図、接合詳細図で材料

発注（木造であれば木拾い発注や鋼材確保、鉄骨であればロール材発注）のための図
面。 

製作図： 協力業者が部材や接合部を製作するための図面で加工図や金物図を指す。鉄骨の場
合、吊りピース位置やスチフナ等を記入した部材を加工できる状態の図面を指す。単
品製作図ともいう。 

その他：BIM で A・S・M・E（意匠・構造・機械設備・電気設備）の干渉チェックを行う。 
九州で建てられた体育館では、客席まで RC 造、トラス脚部が S造、トラスが W造となって

おり、RC造までの施工図を元請が作図し、S造、W 造部分は一般図を基に打合せをしながら取
合いを調整したようだ。 
なお、協力業者の工程表には、鉄骨業者は一般図・製作図（一般図に区分される製作図）と表

記し、木造業者は施工図・製作図（施工図に区分される製作図）と表記していた。 
 
参考資料 
鉄骨製作図（鉄骨工作図）について：株式会社白石設計 
https://shiraishisekkei.jp/jigyou/words/ 
建築鉄骨の基本：協同組合 広島県鉄構工業会 
https://hsfa.jp/wp/wp-content/uploads/2021/12/fa702c5b620bb5357c099f05743eef6f.pdf 
１．２ 施工図の種類：日本建築学会 
https://news-sv.aij.or.jp/keizai/kanri/Article/A02.htm 
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